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１ 研究主題 
社会に関心を持たせる新聞記事活用のあり方

の検討 
 
２ なぜ新聞記事を活用するのか 
新聞記事を活用した授業を行う理由は，次の

ような現象が見られるからである。 
① 新聞を読まない若者が多い。 
② 社会に関心を持たない若者が多い。 

 ①について，浜野崇好氏は言う１）。 
 近年，若者が新聞を読まなくなったと言われる。

正確なことは分からないが，この何年か，授業等で

接触してきた大学生について言うと，何か課題を与

えて小論文形式で書いてもらうとき，まず，新聞や

書物を探すより，インターネットで情報を得ようと

する学生が圧倒的に多い様子だ。 
②について，「第７回世界青年意識調査」を見

ると，「社会に不満を持っているが，政治には関

心がない」という日本の若者の意識を読み取る

ことができる２）。 
このような現象は，社会科の教師として危惧

すべきことで，解決しなければならないという

課題意識をもった。そして，新聞記事を活用し

た授業を行い，社会に関心を持つ生徒を育てた

いと考えた。 

なお本研究は，宮崎市立檍中学校の２年生を

対象に，社会科の時間に実施した。期間は９～

12月の４カ月間である。 
 
３ どんな生徒か 
本校生徒に，「あなたは，新聞（ラジオ・テレ

ビ欄以外）を，１日平均どれくらい読んでいま

すか」という調査を，事前に実施した（表１）。 

新聞を「ほぼ読まない」生徒と「読む生徒」

の割合は，７：３である。読む生徒でも，ほと

んどが１日平均10分未満である。 

表１．新聞を読む時間（１日平均） 

読む時間 割合 

ほぼ読まない 69.7％ 

１分以上 ５分未満 12.1％ 

  ５分以上１０分未満 12.1％ 

１０分以上１５分未満 6.1％ 

１５分以上２０分未満 ―  

２０分以上 ―  
（備考）2008年９月調査。第２学年のある１学級の生

徒を対象に調査をした。調査日に出席していた
生徒は33名。 

 2005年度「ＮＩＥ効果測定調査」結果報告や

「第５回情報化社会と青少年に関する意識調査

報告書」と本校生徒を比較すると，次のような

本校生徒の実態が分かる。 

① 本校生徒は，新聞を「ほぼ読まない」

生徒の割合が多い。 

② 本校生徒は，新聞を読む生徒でも，読

む時間が短い。 

 
４ どのように新聞記事を活用したか 

 上記のような生徒の実態を踏まえ，少しでも

多くの生徒が新聞を読むようになり，そして社

会に対する関心を高めるために，次の２つの取

り組みをした３）。 

（１）新聞を読むようになるために 

 少しでも多くの生徒が新聞を読むようになる

ために，社会科の毎時間に次のようなことを取

り入れた（５分程度）。 

① 「今朝の新聞（１面）のトップ記事は，

何でしたか。」と発問をする。 

② トップ記事を見せ，記事の概要を教師

が説明をする。 

 例えば，12 月 19 日（金）の授業は，次のよ

うな流れでおこなった。 



教師 「今朝，新聞を読んできましたか。読んだ人

は，手を挙げなさい。」（読んできた生徒は挙

手をする。半数の生徒が挙手をした。） 

教師 「今朝の新聞のトップ記事は，何でしたか。」 

（生徒は，挙手をする。） 

教師 「ではＡ君。」（挙手をした生徒を当てる。） 

Ａ君 「ガンバ大阪がマンチェスター・ユナイテッ

ドに負けたことです。」 

教師 「スポーツ新聞は，それだったかもしれない

けど，私が持ってきた毎日新聞のトップ記事

は違ったなぁ。」（生徒が挙手をする。） 

教師 「Ｂさん。言いなさい。」（挙手した生徒を当

てる。） 

Ｂさん「車のことです。」 

教師 「おっ，いいねぇ。車のことが載っていまし

た。車がどうしたんだろうね。」（生徒が挙手

をする。） 

教師 「ではＣさん。」（挙手した生徒を当てる。） 

Ｃさん「車が売れなくなっているということです。」 

教師 「そうです。国内の新車の販売台数が減って

いることが載っていました。今，急に販売台

数が減ってきているそうです。どうしてかな

ぁ。」（生徒が挙手をする。） 

教師 「Ｄ君。」（挙手した生徒を当てる。） 

Ｄ君 「金融何とかのせいです。」 

教師 「何とかではなく，金融何かなぁ。」（生徒の

間から，「金融危機」という発言がある。） 

教師 「その通り。金融危機の影響でしょうね。」 

 この後，教師がトップ記事を読み，説明をした。 

 

（２）社会に対する関心を高めるために 

社会に対して関心を持つということは，どう

いうことか。『中学校学習指導要領解説 社会

編』には次のようにある４）。 

「社会に対する関心を高め」は，社会科の特質を踏

まえて学習の過程を大切にし，生徒自ら社会的事象

を見いだし，それについて課題を設定し追究する学

習を重視するとともに，学習を通してさらに関心が

高まることなどを目指す意味である。 
今回の取り組みでは，生徒が「○○は何だろ

う」とか「どうして○○になったのだろう」「こ

れから○○はどうなるのだろうか」といった課

題意識を持つようにならなければならない。そ

のため，「適切な課題を設けて行う学習」として，

１つの新聞記事を詳しく学習する授業を実施し

た。 

  
「最近，新聞紙上で話題になっていることはどんな
ことだろうか。」 

↓ 

新聞記事（１面のトップ記事）の見出しを板書し，
「この見出しについて，どんなことを知っています
か。または，どんなことだと予想しますか。」 

↓ 

新聞記事（印刷したプリント）を配布し，全員で記
事を読む。 

↓ 
新聞記事の解説をする。 

↓ 

「この新聞記事から，何を学ぶことができましたか。」 

↓ 

「この新聞記事を読んで，さらに知りたいことは何
ですか。また，疑問に思うことは何ですか。」  

資料２．授業の流れ図 
 

  
 

「新聞を読んでみよう」（    新聞  月  日付） 

２年  組  番 氏名         

１．最近，新聞紙上で話題になっていることは？ 

 

 
 
２．新聞の見出しを見て… 
 ◇どんなことを知っていますか？ 
 ◇どんなことだと予想しますか？ 

 

 
 

３．この新聞記事から，何を学ぶことができましたか？ 

 

 
 
４．この新聞記事を読んで… 
 ◇さらに知りたいことは何ですか。 
 ◇疑問に思うことは何ですか。 

 

 

  

資料３．ワークシート 
 

 

その授業の流れ図及び授業で使ったワークシ

 新聞社＜月日＞ 見出し 

１ 読売新聞＜10 月

31日（金）付＞ 

衆院選 年内見送り 

首相表明 ３年後消費税上げ 

２ 宮崎日日新聞＜11

月7日（金）付＞ 

トヨタ営業利益７割減 

 １兆円下方修正 

３ 毎日新聞＜12 月 8

日（月）付＞ 

麻生内閣支持 激減21％ 

 15ポイント減 不支持58％ 

資料４．活用した新聞記事 



ートは，それぞれ資料２，資料３である。また，

この授業は３回実施した。その際，活用した新

聞記事は資料４のとおりである。 
 

５ この取り組みは有効であったか 
（１）新聞を読むようになったか 
 「３ どんな生徒か」で調査をした同じ学級

で，１月に同じ調査をした（表２）。 
 「ほぼ読まない」が18.2ポイント減少してい

る。読む生徒が増えていることが分かる。 

 また，「10分以上15分未満」が3.1ポイント

減ったものの，「１分以上５分未満」と「15 分

以上20分未満」が，それぞれ15.2ポイント，

6.1 ポイント増加している。読む時間は少ない

ものの新聞を読む生徒が増えていること，新聞

を 15 分以上読む生徒が増えていることが分か

る。 

このことから，新聞を読む生徒が増え，読む

時間も増えていることが分かる。 

表２．新聞を読む時間（１日平均） 

読む時間 割合 増減 

ほぼ読まない 51.5％ －18.2ポイント 

１分以上 ５分未満 27.3％ ＋15.2ポイント 

  ５分以上１０分未満 12.1％ 増減なし 

１０分以上１５分未満 3.0％ － 3.1ポイント 

１５分以上２０分未満 6.1％ ＋ 6.1ポイント 

２０分以上 ― ― 

（備考）2009年１月調査。調査日に出席していた生徒は3

3名。 

 

第１回 第２回 第３回  
衆院選 年内見送り 

読売新聞＜10／31＞ 

トヨタ営業利益７割減 

宮日新聞＜11／7＞ 

麻生内閣支持 激減21％ 

毎日新聞＜12／8＞ 

Ｕ．Ｓ君 

◇１人 15000 円給ふはばらま
きに思えるので，もっといい
方法はないか知りたい。 
◇なぜ消費税を上げないとい
けないのか。 

◇１ドルいくらというのはど
のようにして決まるのかを
知りたい。 
◇トヨタのように同じような
損をしている会社はあるの
か。 

◇支持率を上げるためには，どのような改革
をすればよいのか。 

Ｓ．Ｋ君 

◇アメリカの経済について知
りたい。 

◇トヨタは日本でどれだけ生
産しているのか。 
◇またその何倍，海外に輸出
しているのか。 

◇何で首相だと漢字をまちがったらいけな
いのか。 

Ｔ．Ｙ君 
◇アメリカの経済はどうなっ
ているのか。 

◇トヨタがどれだけ売り上げ
ていたか。 

◇なぜ自分から日本の人たちからきらわれ
るような問題発言をいうのか。 

Ｉ．Ｅさん 

◇なぜ，大胆な行政改革のあ
とに，消費税を上げるのか。 
◇どのように第２次補正予算
を成立させるのか。 

◇なぜ，「プリウス」の全面改
良などで，巻き返そうと，し
ているのか。 
◇どのようにして，期間従業
員を半減させるのか。 

◇麻生さんを支持すると答えた人はなぜ支
持するのか。 
◇「どちらもダメ」という意見の人は，どう
すればよくなると考えているのか。 

Ｋ．Ｒさん 

◇なぜ，３年後なのか。 
◇消費税を高くする必要があ
るのか。 

◇株式とは一体どんなもの
か。 
◇なぜ毎回変わったりしてい
るのか。 
◇外国に負担はないのか。 

◇なぜ小沢さんの方が人気なのか。 
◇なぜ支持率がそんなに下がってしまった
のか。 
◇支持してもらうには今からどんなことを
していかなければならないのか。 

Ｍ．Ｙさん 

◇どうして「安心こども基金」
設置しようと思ったのか。 
◇どうしてこんな大変な時期
に「世界最先端の研究開発」
しようと思ったのだろう。 

◇日本は円高によって得ばか
りしているけど，日本の円高
により得をしなかった国は
どこなのだろうか。 

◇小泉元首相のときの世論調査を知りたい。 
◇今，国民が首相に何を求めているのかを知
りたい。 
◇麻生首相も小沢代表も首相に向いていな
いと思うのなら，だれが首相になることを
望んでいるのだろうか。 

Ｙ．Ｍさん 

◇どうして高速道路の料金を
引き下げようと思ったのか。 

◇どうして円高が続いている
のか。 
◇トヨタは，どうして世界各
国で売り上げを伸ばすこと
ができるのか。 

◇なぜ，問題発言や漢字の読みまちがいばか
りするのか。 
◇支持率を上げるためにこれからどのよう
なことをするつもりなのか。 
◇国民の意見をもっと聞こうとしないのか。 

資料５．生徒の書いた内容 
 （備考）生徒の書いた内容をそのまま載せる。そのため，誤記・誤字がある。 
     「３ どんな生徒か」で調査をした同じ学級から，無作為に7名の生徒を選んだ。 



（２）社会に対する関心を高めたか 

 社会に対する関心を高めることができたか。

３回の授業で書かせたワークシート（「この新聞

記事を読んで，さらに知りたいことは何ですか。

また，疑問に思うことは何ですか。」）から検証

する。資料５は，生徒の書いた内容である。 

この内容を見ると，第１回目は新聞記事に書

かれている内容を取上げ，「なぜ消費税を上げな

いといけないのか」（Ｕ．Ｓ君），「なぜ，大胆な

行政改革のあとに，消費税を上げるのか」（Ｔ．

Ｙ君），「どうして高速道路の料金を引き下げよ

うと思ったのか」（Ｙ．Ｍさん）といったものが

多い。これらは，新聞記事をよく読んだり，他

面にある用語の説明や解説記事を読んだりすれ

ば，分かることである。 

第３回になると，「支持率を上げるには，どの

ような改革をすればよいのか」（Ｕ．Ｓ君），「支

持してもらうには今からどんなことをしていか

なければならないのか」（Ｋ．Ｒさん），「支持率

を上げるにためにこれからどのようなことをす

るつもりなのか」（Ｙ．Ｍさん）といった内容が

あらわれる。今後のことに対し課題意識を持ち

始めたことが分かる。また，「『どちらもダメ』

という意見の人は，どうすればよくなると考え

ているのか」（Ｉ．Ｅさん），「麻生首相も小沢代

表も首相に向いていない，と思うのなら，だれ

が首相になることを望んでいるのだろうか」（Ｍ．

Ｙさん），「今，国民が首相に何を求めているの

かを知りたい」（Ｍ．Ｙさん）のように，さらに

調べてみたい（知りたい）という課題意識も持

っていることも分かる。 

 以上の検証から，少しでも多くの生徒が新聞

を読むようになり，そして社会に対する関心を

高めるために，今回の取り組みは有効であった

ことがわかる。 

 
６ おわりに 
 今回の取り組みは，少しでも多くの生徒が新

聞を読むようになり，そして社会に対する関心

を高めるために，有効であった。しかし，次の

ような問題も明らかになった。 
① 新聞を「ほぼ読まない」生徒が，まだ

51.5％存在する。これは全国平均と比

べ，多い値である（「第5回情報化社会

と青少年に関する意識調査報告書」で

は，平日１日平均「０分」が50.3％）。 

② 新聞を，１日平均15分以上読む生徒

が少ない。これは全国平均と比べ，少な

い値である（「第5回情報化社会と青少

年に関する意識調査報告書」では，平日

１日平均「15分以上」が15.4％，2005

年度「ＮＩＥ効果測定調査」結果報告で

も，ＮＩＥ実践前の中学生で，１日平均

「15分以上」が15.3％）。 

③ 社会に対する関心を高め，課題意識を

持つことができたとはいっても，自らそ

の課題を追究しようとする生徒を育て

ることはできていない。 

 今後，これらの課題を少しでも解決するため

にも，多くのＮＩＥ推進協議会の委員の方々や

教育関係の方々から，ご批正を賜りたいと思う。 
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